
通
 
~\ 

5月12日，新坂本トンネル(延長640m.幅員7.5m)の貫通式が行わ

れました。

午前  10時30介，三木知事が坑内で貫通発破に点火  rドーン」という音

と共に無事貫通。

その後，黄葉側から三木知事が，坂本側から桜木町長が歩み寄り固い

握手がかわされました。

この事業は，昭和62年 12月に約 13億円かけて着工されて '89第228号 
おり，平成二年度末に完成の予定です。

6月号

町民のうごき
世帯数 1，984戸人口 男 3，752 女 3，986 計 7，738(平成元年 4月30日現在) 

出生 男 1女日計  1・死t 男 4女 4計 8・転入 男16女 7計23・転出 男25女23計48 (平成元年 4月中)

広報かつうら 6月号 =228・平成元年 6月1日発行 編集と発行勝浦町総務課 でんわ(08854) 2 -2511俄) 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
新坂本トンネル貫通

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



第228号 'IJ込 ずご〉 つ ら 平成元年� 6月� 1B (2) 

①
昭
和
六
十
三
年
度
の

加
入
状
況
と

一
年
間
に

収
集
さ
れ
た
ゴ
ミ
の
量
は

|

。
焼
却
場
で
仕
事
を
さ
れ
て
い

る
範
さ
ん
・
樫
原
さ
ん
、
収
集

作
業
を
さ
れ
て
い
る
杉
本
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

一ん一一さ一一本一一杉一

収
集
作
業
を
し
て
い
て
、
特
に

阜議 菌� 1重量華麗曇� 

1日に� 
657袋

け
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね

私一



ガ
ラ
ス
は
ガ
ラ
ス
ば
か
り
を
一
つ

の
袋
に
詰
め
る
よ
っ
ご
協
力
下
さ

、。
-
Vラ

ス
は
、
分
別
後
再
生
業
者
へ
運

搬
を
依
頼
し
ま
す
0

0

か
ら
つ
。
な

ど
は
リ
サ
イ
ク
ル
が
で
き
な
い
の

で
、
全
部
寄
り
分
け
作
業
を
し
て

(範さん・樫原さん〉

リ
サ
イ
ク
ル
が
で
き
る
缶
や
ガ

い
る
た
め
で
す
。

大
型
連
休
の
後
の
休
み
は
、
特

l

私
定
ち
の
生
活
と
ゴ
ミ
の
問

六
月
五
日
�
 十
一
日
ま
で
は
、

困
る
こ
と
は
、
フ
ェ
ン
ス
の
外
に

題
は
、
常
に
密
着
し
て
い
ま
す
。

環
境
週
間
ガ
実
施
さ
れ
ま
す
。

出
さ
れ
て
い
る
ゴ
ミ
で
す
。

ま
た
、
町
の
コ
ミ
袋
以
外
の
袋

生
活
ガ
豊
か
巳
な
る
こ
と
と

こ
の
機
会
に
、
毎
日
出
る
ゴ

に
入

っ
た
も
の
や
、
袋
一
杯
に
残

焼
却
場
で
処
理
さ
れ
る
ゴ
ミ
の

比
例
し
て
ゴ
ミ
の
量
も
多
<
怠

ミ
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

飯
等
を
詰
め
ら
れ
た
も
の
も
あ
り
、

量
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
が
六
ト
ン
で

り
、
問
題
も
多
く
生
じ
て
き
ま

破
れ
た
り
し
た
時
に
大
変
苦
た
な

す
。

す。

く
な
り
ま
す
。
出
す
前
に
気
を
つ

燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
、

缶
は
缶
、

し
二
|
四
一
一
一
八

T
E

に
ゴ
ミ
の
量
が
多
く
な
り
、
処
理

が
し
き
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

時
間
を
置
い
て
も
よ
い
も
の
は
、

日
歩
守
ら
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

大
き
な
ゴ
ミ
が
あ
る
場
合
は
、

事
前
に
電
話
を
し
て
直
接
焼
却
場

へ
持
っ
て
来
て
下
さ
い
。
�
 

¥〕

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
毎日出すゴミを見直しましょう



(3) 平成元年 6月 1日� カミ ずつ つ ら 第228号� 

、、

⑨①⑨⑫@ 
①みなさんか ら出されたゴ ミは，

このように処理されています。

焼却場へ運ばれたコミ 企

廃棄物処理業者八(>� 

‘焼却場に集められた粗大ゴミ� 

K
7
1i:

 

へ一6

一
場三却三焼三接三直三

l
l
'レ
}
臼
円
。

1
1
2
ノ
米
大

全
町
一
斉
清
掃
日

ー
地
域
の
特
性
に
応
じ
定

取
り
組
み
を
|

-
実
施
日

六
月
四
日
(
日
)

七
月
二
日
(
日
)

八
月
六
日
(
日
)

九
月
三
日
(
日
)

な
お
、
問
天
の
と
き
は
占
次
週

(
第
一
一
)
の
日
曜
日
に
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
保
健
部
長
さ
ん
及
び

区
長
さ
ん
の
指
示
に
従
っ
て
行
動

し
て
下
さ
い
。

昨
年
行
わ
れ
た
一
斉
清
掃

F
』
�
 

。
ゴ
ミ
を
出
す
袋
に
必
ず
氏
名
を

記
入
。

。
ゴ
ミ
は
収
集
日
の
朝
八
時
ま
で
�
 

※ /、 σ)� (0)
をど / 喜 ¥ 会 長
よ水果�  i円� 1語 i 
i安物� lい!亘亙
…・ 一一
ち多野 ¥袋j蓮三
手:干� Y》訴

・
�
 

水ず 手 旨
分な 、

-
-
H
H

さの台 服、 去

し;は掃 を 語

魚

川

守

燃

え

な

い

ゴ

、

※
次
の
種
類
ご
と
に
分
け
て
下

き
い
。
・
ガ
ラ
ス

・
ビ
ン
類

・
か

ん
類

・
く
ぎ

・
針
金
・
ス
プ
レ

ー
か
ん
(
破
裂
す
る
危
険
の
あ

る
も
の
は
、
穴
を
あ
け
て
下
さ

い
)
等
。!e


プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ビ
ニ
ー
ル
・

発
泡
ス
チ
ロ
�
 

。
ゴ
ミ
袋
は
、
ゴ
ミ
を
出
す
以
外

に
は
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。

私
た
ち
の
町
を
美
し
く
す
る
の

は
、
私
た
ち
自
身
で
す
。
ご
み
を

出
す
場
所
が
自
分
の
家
の
前
に
あ

る
つ
も
り
で
、
い
つ
も
き
れ
い
な

姿
で
出
す
こ
と
を
心
掛
け
た
い
で

す
ね
。

ゴ
ミ
を
出
す
時
は
、
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。d H  


協怒る� i


X
久国・捌野・立川

中山・横瀬

与川内・坂本

石原・沼江・掛谷

山西・中角・生名

今山・黒岩・星谷

燃えるゴ 月 ・水・ 金 火・木 ・土

燃えないゴミ 水・金 木 ・土

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
ゴミの流れ
フェンスのゴミ
粗大ゴミ

MUS04
テキストボックス
ゴミを出す前にちょっと確認



カミ フ� ら 平成元年� 6月l日 (4) ずコ第228号

O 0
個
人生

小

坂
本
校
長

学
校勝

浦

中

学

校

功忍

労年
表赤F 

4裂� 
E言t

後藤広一校長 坂本慶次校長

こ
の
賞
は
、
多
年
に
わ
た
り
青

少
年
赤
十
字
活
動
の
推
進
に
努
め

た
こ
と
に
対
し
、
日
本
赤
十
字
社

か
ら
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

坂
本
校
長
は
二
十
年
以
上
青
少

年
に
対
し
、
赤
十
字
思
想
の
普
及

と
活
動
の
指
導
を
さ
れ
、
ま
た
勝

浦
中
学
校
は
三
十
年
以
上
継
続
し

て
加
盟
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
最
高
の

金
色
有
功
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
創
生
一
億
円
事
業
に

つ
い
て
ア
イ
デ
ア
会
』
募
集
し
た
結

果
、
町
民
六
十
名
の
方
々
か
ら
八

十
一
案
の
農
業
・
環
境

・
文
化
・

観
光
な
ど
各
分
野
に
わ
た
り
、
夢

い
っ
ぱ
い
の
ご
提
案
が
あ
り
ま
し

た

い
ま
勝
浦
町
は
、
架
橋
新
時
代

に
む
け
「
住
ん
で
よ
く
、
訪
れ
て

よ
い
ま
ち
|
阿
波
勝
浦 

の
建
設

を
目
指
し
た
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
皆
様
か
ら
い
た

だ
い
た
ご
提
言
を
参
考
と
し
な
が

ら
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
を
実
施

い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

提
言
内
容
の
趣
意
は
、
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

〈
文
化
・
文
化
施
設
〉

-
郷
土
文
化
施
設
の
建
設

・
郷

土
資
料
館
の
建
設

・
農
村
舞
台

と
人
形
浄
る
り
勝
浦
座
の
育
成

-
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
文
化
振
興

〈
体
育
施
設
〉

-
町
民
ク
ラ
ン
ド
の
建
設

・
健


康
づ
く
り
施
設

l
・
勝
浦
川
を
利


用
し
た
運
動
公
園
の
建
設

・
サ


イ
ク
リ
ン
グ
コ 

ス
の
整
備


L

〈
農
業
振
興
〉

-
み
か
ん
高
糖
系
転
換
助
成

-
み
か
ん
ボ
ッ
ク
ス
栽
培
の
普
及

・
高
級
発
酵
堆
肥
工
場
の
建
設 

-
育
苗
セ
ン
タ
ー
の
建
設

ウ
ス
団
地

・
ォ 

ル
シ
ー
ズ
ン

味
覚
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
建
設

〈
第 

3
セ
ク
タ
ー

に
よ
る
産
業
〉 

-
ア
ッ
プ
ル
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス

の
製
造

・
み
か
ん

・
す
だ
ち
ワ

イ
ン
の
商
品
化

・
本
物
生
ビ
ー

ル
の
製
造
直
売

〈
観
光
・
観
光
施
設
〉

-
季
節
居
住
用

・
避
暑
用
地
の
提

供建
設

設リ
ー
パ 

ク
の
建
設

・
物
産
館

の
建
設

・
星
の
岩
屋
を
メ
イ
ン

と
し
た
観
光
開
発

・
人
口
ス
キ

ー
場

・
鶴
林
寺
に
日
本
一
の
草

履

・
観
光
農
業
の
推
進

〈
公
園
・
花
、つ
く
り
〉 

-
勝
浦
川
を
利
用
し
た
総
合
公
園


の
整
備

・
自
然
巡
り
や
名
所

・


史
跡
を
生
か
し
た
公
園
づ
く
り


・
四
季
の
花
と
緑
の
公
園
整
備


-
稼
勢
山
を
勝
浦
富
士
に


桃
の
皇
づ
く
り

・
花
木
団
地
づ


く
り

・
花
文
字
の
育
成


い
っ
ぱ
い
運
動


〈環

境〉 

-
合
併

l・
雑
排
水
処
理
槽
の
普
及

l

・
ハ

・
温
泉
と
保
養
セ
ン
タ
ー
の

・
七
色
の
健
康
浴
場
の
建

・
淡
水
魚
水
族
館
と
フ
ァ
ミ

・
桜

-
河
川
浄
化
対
策

〈
福
祉
〉

-
老
人
福
祉
施
設
の
整
備

・
地

域
福
祉
の
推
進

・
障
害
者
福
祉

の
進
ん
だ
地
域
づ
く
り

・
福
祉

パ
ス
の
購
入

〈
用
地
開
発

・
工
場
〉 

-
住
宅
用
地
の
先
行
取
得

・
黄

祭
地
区
の
再
開
発

・
広
域
に
よ

る
工
場
誘
致

〈
国
際
・
都
市
受
流
〉

-

「
ヘ
ル
ス
タ
ウ
ン
」
を
テ 

マ

に
交
流

・
国
際
球
主
見
を
華
つ
た

め
の
事
業

〈
そ
の
他
〉

-
町
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
体
系
の
確
立


と
人
材
育
成

・
情
報
シ
ス
テ
ム


の
確
立

・
中
国

・
稼
国
へ
寄
付


回
提
言
は
詳
細
な
説
明
を
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
趣
旨
の
み
に

ま
と
め
ま
し
た
。
提
言
者
に
は
、

意
を
反
映
し
な
い
部
分
が
あ
ろ

う
と
思
い
ま
す
が
、
あ
し
か
ら

ず
ご
容
赦
下
さ
い
。

l

・
花

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
ふるさと創生1億円のアイデア
ご提言ありがとうございました



(5) 平成元年� 6月� 1日� ヌうゐ ずつ つ ら 第� 228号

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

三
階
ホ 

ル

お
誘
い
合
わ
せ
の
上

l

講習日�  
Oあなだも撃ってみませんか。

道
府
県
に
は
、

「
皇
后
杯
」
が
贈

ら
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
冬
季
・夏

季

・
秋
季
大
会

の
得
点
合
計
で

決
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
天
皇
杯
・皇
后
杯
は
、
昭
和

二
十
三
年
の
第
三
回
福
岡
大
会
か

ら
授
与
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
得
点

の
対
象
と
な
る
四
十
の
競
技
(
ラ

イ
フ
ル
射
撃
競
技
も
こ
れ
に
含
ま

れ
る
)
を
正
式
競
技
と
言
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
天
皇
杯

・
皇

后
杯
の
対
象
と
な
ら
な
い
二
競
技

(
高
校
野
球

・
ス
ポ
ー
ツ
芸
術
)

を
公
開
競
技
と
言
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
京
都
国
体
か
ら

日
時 

ヒームライフル

』 

小
学
生
ら
に
よ
り
ツ
ツ
ジ
の

F

木
が
植
樹
さ
れ
る 

国
植
樹
祭
記
念
行
事
の
一
つ
と
し

て
、
「
県
下
一
斉
記
念
植
樹
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

勝
浦
町
で
も
「
や
す
ら
ぎ
の
森
」

に
指
定
さ
れ
た
秋
葉
山
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
公
園
(
横
瀬
)
に
小
学
生
代

表
ら
三
十
五
人
が
集
ま
り
、
両
陛

下
お
手
植
と
同
じ
午
前
十
一
時
に
、

ツ
ツ
ジ
の
木
三
十
一
本
が
植
、
え
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
や
す
ら
ぎ
の
森

に
は
、
植
樹
祭
で
天
皇
皇
后
両
陛

下
が
お
手
ま
き
さ
れ
た
種
子
が
育

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

6
月
日
白
出i

n時

今
月
は 

参ス
ポ 加

機ー
会ツ

，
生
小
' 

の
少
な
い

愛
好
家
に

も
国
体
に

参
加
で
き

る
ト
骨
つ
に

五
月
二
十
一
日
、
第
四
十
回
全

‘冨PII 

や

す

ら

事

例

森

ー
秋
葉
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公
園
に

記

会

植

樹

|

成
後
定
植
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
森
林
の
果
た
す
役
割
を


再
認
識
し
、
緑
化
推
進
の
意
識
を


高
め
る
た
め
、
町
内
各
小
学
校
の


四
1
六
年
生
に
標
語
を
募
集
、
入


賞
作
品
を
記
し
た
標
柱
四
本
と
共


に
、
ツ
ツ
ジ
の
木
が
各
学
校
に
植


え
ら
れ
ま
し
た
。


植
樹
を
記
念
し
て
立
て
ら
れ 

F

』-
標
柱

』 

~\ 

国
体
で
、
男

女
総
合
第
一
位

の
都
道
府
県
に

は
「
天
皇
杯
」
が
、

ま
た
、
女
子
総

合
第
一
位
の
都

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
に
、

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
(
略
し
て
デ
モ
・

ス
ポ
行
事
)
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、

国
体
へ
の

と
、
国
体
開
催
地
都
道
府
県
が
希

望
す
れ
ば
、
そ
の
都
道
府
県
の
範

囲
内
に
お
い
て
テ
モ

・
ス
ポ
行
事

を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

も
の
で
す
。

先
催
地
で
は
、
綱
引
き

・
ゲ
ー

ト
ボ 
1

ル
・
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
少
年
ス
ポ
ー
ツ
等
か
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

徳
島
県
も
、
こ
れ
ら
の
デ
モ

・

ス
ポ
行
事
を
実
施
す
る
方
向
で
検

討
中
で
す
の
で
、
近
い
う
ち
に
種

目
が
決
ま
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
ご存知ですか
国民体育大会
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¥ 

¥-

ザコカミ

発
疹
性
疾
患
は
、
普
は
春
か
ら

夏
に
か
け
て
多
発
す
る
季
節
病
と

し
て
の
傾
向
が
強
か
っ
た
が
、
最

近
で
は
毎
年
年
聞
を
通
じ
て
見
ら

れ
る
よ
つ
に
な
っ
た
。
発
熱
を
伴

う
発
疹
性
疾
患
は
、
ほ
と
ん
ど
が

ビ
ー
ル
ス
性
の
も
の
で
あ
り
、
伝

染
性
疾
患
で
あ
る
。
な
か
で
も
麻

疹
は
、
予
防
接
種
の
お
か
げ
で
流

行
が
少
な
く
な
っ
た
。

し
か
し
、
一
度
か
か
れ
ば
症
状

が
強
く
、
今
な
お
重
症
な
疾
患
で

あ
り
、
不
安
を
感
じ
る
家
族
も
多

く、

一
応
疾
患
の
様
相
を
知
っ
て

お
く
方
が
何
か
と
便
利
で
あ
る
。

下
記
の
表
は
、
日
常
見
ら
れ
る

発
疹
性
疾
患
の
ち
が
い
で
あ
る
。

。
日
常
生
活
上
の
注
意
点

何
れ
の
疾
患
も
外
出
を
避
け
、

水
分
の
補
給
(
脱
水
症
を
防
ぐ
)

に
注
意
。
厚
着
を
避
け
、
子
供
に

勝
浦
病
院
小
児
科

①
麻
叡

戸
井
千
枝
子

川
擢
息
す
れ
ば
症
状
が
か
な
り

重
く
、
治
癒
す
る
ま
で
の
期

聞
が
長
い
た
め
一
般
状
態
不

良、

合
併
症
を
起
こ
し
ゃ
す

い
の
で
注
意
。

け2
夏
期
間
中
は
入
浴
ヂ
避
け
え 

ω部
屋
の
換
気
(
窓
を
聞
け
空

気
を
入
れ
か
え
る
)
を
よ
く

②
一風劇 す

る
こ
と
。 

ω未
擢
患
者
(
特
に
妊
娠
可
能

な
女
性 
)
へ
の
感
染
防
止
。

白

番

よ

入

浴
を
ひ
か
え
る
。

宮
穴
発
性
発
疹
症

高
熱
の
わ
り
に
元
気
で
あ
り
、

下
熱
と
同
時
に
発
疹
が
出
る
。

け
い
れ
ん
に
注
意
。

ω下
熱
剤
投
与
す
る
。 

ω
④
水
痘発

疹
の
二
次
感
染
防
止
の
た

ωめ
、
つ
め
を
短
か
く
し
引
っ
か

か
ぬ
よ
う
、
か
ゆ
み
止
を
塗

布
す
る
。 

ω入
浴
は
初
期
禁
止
、
痴
皮
が

で
き
れ
ば
シ
ャ
ワ
ー
浴
と
し
、

湯
槽
の
中
に
入
ら
ぬ
こ
と
。

衣
服
は
日
光
に
当
て
た
清
潔

ωな
も
の
。

凶
室
内
温
度
は
、
汗
を
か
か
ぬ

程
度
に
調
節
す
る
。

山
間
下
熱
剤
に
、
バ
ッ
フ
ァ
リ
ン 

(ア
ス
ピ
リ
ン
)
を
禁
ず
。

ラ
イ
症
候
群 

(け
い
れ
ん

・

意
識
障
害
)
を
起
こ
し
ゃ
す

い
た
め
。 

⑤
手
足
ロ
病

川
、
つ
が
い
を
さ
辻、

口
腔
内
を 

清
潔
に
す
る
。 

と
っ
て
快
適
室
内 
で
あ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。 

n

しん

発疹性疾患の区別

病名�  
LA 

麻 疹 風疹 水痘 突発性発疹症� 手足口病
lH  ":' -'l 

狸紅熱 川崎病

原因 ウイ� lレス ウイノレス ウイルス ウイ/レス ウイルス 細菌 不明

権患年齢� li表-6歳� 5議-15歳� 2歳-8歳� 0歳-1，ま半� 5歳

発熱 �  + + + +又はー + + +又は一 + + +++ 

発

疹

部位 全身 全身 全身 全身 手，足，口 全身 全 身

症状

紅 斑
↓ 

問冨~ i口、
り� 4 ↓ せ「

落 屑 �  

小紅斑

丘接

丘接�  
↓ 

水泡

品 ↓長

丘疹性紅斑
水抱

丘 疹し人

LA 

点一状見丘疹真(密赤� 

に見える

) 
麻経様� 

風疹様

狸紅斑

ロ腔
i!l. 

コプリ� i'!斑 アフタ アフタ 発赤・毒舌 発赤・毒舌

その他の症状 眼球結膜充血
し凶

リノパ節腫張 眼リ球ン結ハ笥膜混腫張血

合併症 肺炎，脳炎 脳炎�  I1尚炎 窪 雪量 髄膜炎 じん炎 ，c.、障害

管理 下熱後� 3日 発ぎ消失まて・� 1血"庄� "となるまで
消失まで� 

隔雛

(伝染病棟� )
初期より入院

痛
み
が
あ
れ
ば
刺
激
食
を
ひ

か
、
え
る
。

ω頭
痛
、

お
う
吐
が
あ
る
場
合
、

脳
炎
の
疑
い
が
あ
る
場
合
も

あ
る
の
で
注
意
。

ω
⑥
謹
紅
熱

法
定
伝
染
病
の
た
め
隔
離

川
一扇
桃
炎
が
あ
る
た
め
、
、
つ
が

ωい
を
頻
繁
に
行
う
。

回
復
期
に
じ
ん
え
ん
を
起
、
」

し
や
す
い
た
め
、
浮
腫
に
注

意。
 

⑦
川
崎
病

治
療
管
理
を
十
分
に
行
っ
て
い

れ
ば
、
決
し
て
恐
れ
る
病
気
で
は

な
し

ω。必
ず
入
院
の
必
要
あ
り
。

回
復
期
も
定
期
検
診
が
必
要

ωで
あ
る
(
心
障
害
の
た
め 
)

同
成
人
に
な
っ
て
も
既
往
歴
と

し
て
本
症
擢
患
、
冠
状
動
脈

に
異
常
の
あ
っ
た
場
合
は
、

必
ず
内
科
医
に
告
げ
る
。

川
運
動
に
つ
い
て
専
門
医
か
ら

十
分
な
チ
ェ
ッ
ク
の
上
、
指

導
比
百
理
下
で
行
う
事
が
必
莞

同
予
防
接
種
は
、
発
病
二
か
月

経
過
す
れ
ば
可
能
(
冠
状
動

脈
後
遺
症
が
あ
っ
て
も
)
で

あ
る
。

山間
小
児
期

成
人
病
予
防
に
つ
な
が
る

食
事
の
一
般
的
な
配
慮
、
つ

ま
り
肥
満
を
避
け
、
多
塩
食

に
な
ら
ぬ 

4
7注
意
す
る
こ

〉』
。 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
子供の発疹性患の日常生活上注意すべき点
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こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
固
め
施

策
に
基
づ
き
、
昨
年
度
か
ら
実
施

を
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
町

に
お
い
て
は
、
下
記
の
表
の
と
お

り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
か
ら
も
お
わ
か
り
の

と
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
廃
園

や
植
林
で
あ
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
条
件
が
悪
く
固
と
し
て
の
放
棄

も
や
む
を
得
な
い
一
面
も
あ
り
ま

す
が
、
先
祖
伝
来
の
畑
地
が
山
に

戻
る
こ
と
は
非
常
に
淋
し
い
こ
と

で
す
。

こ
の
事
業
は
あ
と
二
年
間
続
け

ら
れ
る
予
定
で
す
が
、
や
む
を
得

ず
伐
採
多
ャ
す
る
場
合
て
も
、
で
き

る
限
り
他
果
樹
や
他
作
物
を
栽
培

す
る
よ
う
に
し
、
将
来
と
も
農
業

生
産
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
希
望
し

ま
す
。
作
付
す
る
品
目
に
つ
い
て

は
技
術
員
の
方
々
に
お
た
ず
ね
下

き
い
。
あ
な
た
の
家
の
経
営
内
容

と
労
働
力
の
量
と
質
、
現
地
の
状

況
等
を
踏
ま
え
、
適
切
な
品
目
を

選
定
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
。き

て
、
本
年
度
の
事
業
に
つ
い

て
は
、
実
際
の
伐
採
が
来
年
の

一

月
以
降
と
な
り
ま
す
の
で
、
正
式

な
申
し
込
み
受
け
付
け
は
、
八
月

中
旬
以
後
と
な
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。
今
年
度
に
事
業
を
計
画
さ
れ

て
い
る
方
は
、
こ
の
時
期
ま
で
に

十
分
ご
家
族
で
話
し
合
い
を
さ
れ
、

将
来
に
悔
い
を
残
さ
な
い
よ
う
に

し
て
下
き
い
。

な
お
、
本
事
業
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
与
川
内
地
区
以
来
の
大
多

数
の
果
樹
園
は
、
畑
総
事
業
等
の

土
地
改
良
事
業
に
関
係
し
て
い
る

園
地
が
多
い
の
で
、
こ
れ
ら
園
地

に
お
い
て
は
伐
採 

(廃
園
)
の
み

は
よ
い
が
、
植
林
を
す
れ
ば
補
助

金
の
返
還
を
求
め
ら
れ
る
か
も
知

れ
な
い
の
で
植
林
は
し
な
い
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。

ぷト� ¥伐係のみ� (廃園)伐採後植林 伐採後他果樹 伐採後他作物� iE入3 計

旧勝浦町農協管内� 43 . 5 7 . 0 5 . 4 3 . 5 59 . 4 

生比奈農協管内� 26 . 1 1 0 . 1 o .7 1 . 3 38 2 

lロh、 五十� 69 . 6 1 7 . 1 6 . 1 4 . 8 97 . 6 

@ このほか八朔園が約� 2.2ha伐採されています

営
農
基
礎
学
習
講
座

受
講
者
募
集
汐

営
農
基
礎
学
習
講
座
と
は
、
普

通
の
農
事
研
究
会
と
は
内
容
を
少

し
異
に
し
、
農
業
を
始
め
ら
れ
た

初
歩
の
方
(
若
妻
、
新
規
同
柔
玉旬、

農
業
以
外
の
職
に
つ
い
て
い
て
新

し
く
農
業
を
さ
れ
よ
う
と
す
る
方
)

ま
た
、
農
業
に
従
事
し
て
い
て
も
、

も 
7
一
度
基
礎
を
し
っ
か
り
習
い

た
い
方
等
を
対
象
に
、
農
業
の
基

礎
知
識
を
中
心
に
学
ぶ
学
習
講
座

で
す
。

本
年
度
は
第
一
回
目
を
二
十
二

日
に
、
ま
た
第
二
回
目
以
降
も
毎

月
下
旬
頃
に
開
講
い
た
し
ま
す
の

で
、
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

下
記
に
よ
り
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

........................................................ 


一
、
開
講
日

月
に
一
回

二
十
日 
1
二
十
五
日
の
聞
の

午
前
中

二

、

内

容

果
樹
・野
菜
・水
稲
・

生
活
改
善
等
。

三

、

場

所

主
と
し
て
農
業
セ

ン
タ 

二
階

四
、
受
講
料

年
間

一
千
円

五
、
申
し
込
み
先

・
農
業
改
良
普
及
所

②

一二

九
八

・
農
業
セ
ン
タ
ー②

三
三
五
八

T
E
L

T
E
L 

l

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
うんしゅうみかん園地再編対策事業（うんしゅうみかん園の伐採事業）について

MUS04
テキストボックス
明るい選挙啓発シリーズ
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五
月
十
五
日
、
婦
人
会
役
員
さ

ん
ら
二
十
名
が
、
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
の

球
根
五
千
個
を
植
、
え
ま
し
た
。

五
月
晴
の
中
、
花
の
色
別
・
大

き
さ
別
に
分
け
ら
れ
た
球
根
は
、

整
地
さ
れ
た
約
五
ア
ー
ル
の
土
地

に
、
次
々
と
植
、
え
ら
れ
ま
し
た
。

グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
の
花
は
、
植
付

け
か
ら
開
花
ま
で
約
九
十
日
、
八

月
か
ら
九
月
頃
に
は
、
満
聞
の
花

が
咲
き
乱
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

植
え
ら
れ
た
場
所
は
、
勝
浦
病

院
東
側
の
土
地
で
、
青
年
会
・老
人

会

・
そ
の
他
の
各
団
体
も
、
ひ
ま

わ
り

・
サ
ル
ビ
ア
・
コ
ス
モ
ス
等

花
の
植
付
け
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

花
が
咲
く
頃
、
み
な
さ
ん
ぜ
ひ

訪
れ
て
下
さ
い
。

ラ
イ
フ
ル


射
撃
餓
銭
夫
会


ー
刊
点
満
点
連
発
者
も
|

l

四
月
二
十
九
日
、
住
民
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
、
第
一
回
ビ 

ム
ラ
イ

フ
ル
射
撃
競
技
大
会
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

同
競
技
の
普
及
と
選
手
養
成
を

目
指
し
、
四
八
国
体
競
技
力
強
化

委
員
会
が
主
催
し
行
わ
れ
た
も
の

で
、
大
会
に
は
小
学
生
か
ら
大
人

ま
て
約
八
十
人
が
出
場
し
、
約
五
キ

ロ
の
銃
を
持
つ
の
が
や
っ
と
の
小

学
生
や
、
十
点
満
点
の
最
高
得
点 

l
v

を
連
発
す
る
人
も
い
て
会
場
の
中

は
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

競
技
方
法
は
、

一
人
一
回
の
持

ち
時
間
五
分
間
で
、
ひ
じ
射
ち
二

回 

(二
十
発 
)
の
合
計
で
行
わ
れ

ま品 

れ~。 

-
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
小
学
生
〉

①
高
橋
由
起
江

市
海
部
紀
代
③
穏
台
亜
由
美

〈
中
学
生
〉

①

河

崎

荒

田

宮
御
川
真
美
子
③
西
原
美
樹

』 

グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
の
植
付
け
を

す
る
婦
人
会
の
み
な
さ
ん

〈
一
般
女
子
〉

市
薪
居

霊
化
岡
エ
イ
コ
③
中
瀬

〈
一
般
男
子
〉

①
森
本

②

蔀

和

夫

③

播

F

純早千
雄守苗恵�  

与
川
内
愛
育
班
結
成

去
る
五
月
十
五
日
、
市
ノ
江
集

会
所
に
お
い
て
、
与
川
内
愛
育
班

の
結
成
式
が
桜
木
町
長
を
は
じ
め
、

小
松
島
保
健
所
長
、
各
愛
育
班
長

出
席
の
も
と
に
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

与
川
内
地
区
の
高
齢
化
、
健
康

づ
く
り
の
基
本
と
な
る
健
診
受
診

率
の
低
さ
等
か
ら
愛
育
班
組
織
の

必
要
性
や
態
じ
、
数
回
の
会
合
の

場
券
』
持
ち
、
区
民
の
協
力
に
よ
っ

て
結
成
に
至
っ
た
と
の
経
過
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

各
愛
育
斑
を
代
表
し
て
、
坂

本
母
子
愛
育
班
大
谷
班
長
か
ら

「
愛
育
班
は
、
自
分
の
健
康
は

自
分
で
守
る
と
い
う
考
、
え
の
も

と
に
、
健
康
や
福
祉
に
つ
い
て
、

家
挟
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
で

取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
す
。
与
川
内
地
区
が
八
番
目
の

結
成
で
あ
り
、
お
互
い
に
手
を
取

り
あ
っ
て
、
愛
育
班
発
展
の
た
め

頑
張
り
ま
し
ょ
う
己
と
の
お
歓
び

の
一
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

結
成
式
終
了
後
、
小
松
島
保
健

所
長
に
よ
る
、

「
健
診
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
健
診
は
、
そ

の
時
の
健
康
状
態
の
確
認
と
、
早

期
発
見

・
早
期
治
療
の
た
め
の
足

跡
づ
く
り
で
あ
り
、
若
い
時
か
ら

の
記
録
が
大
切
で
あ
る
と
強
調
し

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
最
後

に
健
康
相
談
も
行
わ
れ
、
区
民
の

健
康
に
対
す
る
関
心
度
は
非
常
に

高
く
、
愛
育
班
の
役
割
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

-¥  

-、、

....与川内地区の会員さん 企結成のあいさつをする桜木町長

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
花団地誕生
婦人会がグラジオラス
5000個植付け
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扶
助 

第228号 つ ら 平成元年 6月1日

国
民
健
康
保
険
の
資
格
異
動
は
、

早
め
に
し
ま
し
ょ
う

ザコカ為� 

健
康
保
険
は
、
み
ん
な
が
健
康

で
宅
福
な
家
庭
を
願
っ
て
加
入
す

る
保
険
で
す
。

ど
ん
な
に
健
康
な
人
で
も
、
絶

対
に
病
気
や
け
が
を
し
な
い
と
は

い
え
ま
せ
ん
。

も
し
、
国
民
健
康
保
険
が
な
か

っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
自
己
負

担
が
高
額
に
な
り
、
経
済
的
な
苦

境
に
立
た
さ
れ
た
り
し
た
ら
大
変

で
す
。

国
民
健
康
保
険
は
そ
の
よ
う
な

こ
と
が
な
い
よ
う
、
万
一
の
時
に

備
え
て
、
み
ん
な
が
負
担
し
あ
い
、

助
け
あ
っ
て
健
康
で
文
化
的
な
生

活
を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
「
相

の
制
度
で
あ
っ
て
、
み

な
さ
ん
の
健
康
を
守
る
保
険
な
の

で
す
。

保
険
証
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

国
保
の
資
格
得
喪
の

手
続
き
の
と
き
、

次
の
も
の
が
必
要
で
す

-
国
保
に
加
入
す
る
と
き

た子
と供
きが

生
ま
れ

き養者た康保 園
れと保:
たかき険以
とらやを 外
きは被やの

ず扶め健

転
入

し
た
と
き

区

分

母印
子鑑
手・
申}

証険

ョ〈{呆

明険職印
者を域j鑑

やめ
め 健

証た康{呆

正H
官監

持

す参

る
も
グ〉

-
国
保
を
や
め
る
と
き 
l

とよ適生 死 つliIiさ康保 国 転� l

きっ用活 亡 た扶れ保 出� l 

lこを保
な� 7ifJ童 

し
こf

と養者 た険以
き とに外

す
る

っけ法 と にき加の と
たる グ〉 き なや入健 き

通{呆印

知筈3整鑑

思保
決 険� 
定証. 

る3iE印
も亡鑑

の童保

m月証険
す� .

康険印
保証鑑
険 ・
証国健

民康
健保

険
証

印
鑑

保

-
そ
の
他

保
険
証

変
わ

きが

保
険
証

傷
口
よ
り
心
臓
に
近
い
と
こ

ろ
を
強
く
し
ば
る

十
五
分
に
一
回
は
、
し
ば
り

を
解
い
て
血
を
通
し
、
ま
た

保
険
証

ま
む
し
。
の
出
没
期
で
す
。

H

勝
浦
病
院
(
勝
浦
町
棚
野 
) 

印鑑

二 

二
五
五
五

一世 つ世つ度退 変町と支高 し保
緒帯た険7cし親学て た帯 わ内たの職 き給額

と対者 つでと証 にし分をを療 と主
き象医

いを
た住きを たけ

紛
にな養伽l

受け

るの

51Ef と所とた
失

?さ脅就
きがきり

在印� ~n~n~n ~n 
鑑知に該の喜鑑 鑑 鑑 鑑

証・
明保

証� 

学鑑年会時

書険 

Jすはる. の

月;iii

証

v V

T
E
L

l
o 

11 

と
が
大
切
で
す
。

-
応
急
処
置
と
受
診 

し
ば
る

0

五
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
は
、 

・一
一
刻
も
早
く
医
師
の
診
察
を

v
受
け
る
。

も
し
、
ま
む
し
に
か
ま
れ
た

・
血
清
の
保
管
場
所

ら
応
急
処
置
を
し
て
、
一
刻
も

早
く
医
師
の
診
察
を
受
け
る
こ

次
の
日
程
で
補
正
注
射
を
行
い

ま
す
。
今
年
度
は
、
こ
れ
が
最
後

で
す
の
で
、
受
け
て
い
な
い
方
は

最
寄
り
の
場
所
で
必
ず
受
け
て
下

だ
さ
い
。

登
録
料

二
千
百
円

二
千
八
百
円

O。
注
射
料

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

。
補
正
注
射 
e

場 所 時 問

勝幾坂本事業所
午前 9 :30 

9 :40 

与川内公会堂前
午前 9 :50 

10 :00 
6 

月
勝浦郡農協前

午前10: 10 
10: 20 

4 
勝浦町役場

午前10: 30 
10 :40 

日 生名センター前
午前10 :50 

11:00 

午前11・10 
(日) 勝浦会館 11:20 

午前11・30
古山商庖横 11: 40 

午前11:50
生比奈農協前 12: 00 

L

日 手呈 表

一自司い犬は必ず
つないでください-

不用犬買い上げ、日� 

~議
6月7自体)成犬 300円� 

6月21日嗣 小犬 100円

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
まむしにかまれたら

MUS04
テキストボックス
国民健康保険の資格異動は早めにしましょう
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鷲
を
間
近
か
に
聞
け
る
静
け
さ
に

新
茶
会
』
摘
め
る
そ
よ
風
の
中

横
瀬
広
{
喜
夫
枝
子

引
退
の
花
束
拍
手
は
な
い
け
れ
ど

事
務
一
切
を
嫁
に
ゆ
だ
ね
る

横
瀬
中
田
ヤ
ス
ヱ

聞
き
た
る
紅
き
楓
の
新
芽
つ
つ
今

朝
の
日
照
雨
の
い
た
く
冷
た
き

横

瀬

比

留

間

一

保
育
所
の
事
を
告
ぐ
る
に
息
せ
き

若
者
が
カ
|
ス
テ
レ
オ
会
鳴
ら
し

H

と
電
話
の
向
、
�
 
7
に
孫
の
声
き
く

横
瀬
日
下
知
回
世
子


黙
し
ま
ま
そ
っ
と
差
出
す
紅
椿
顔


中
笑
み
た
老
人
車
の
女


横
瀬
桜
木
千
代
子

園
児
等
の
声
の
消
え
た
る
遊
び
場

に
風
車
一
っ
き
り
き
り
と
舞
う

老
人
車
に
す
が
り
て
歩
む
父
の
足

お
ぼ
つ
か
な
く
も
笑
顔
は
や
さ
し

横

瀬

日

下

克

子

見
送
ら
れ
孫
の
振
る
手
に
何
時
ま

で
も
映
り
し
車
窓
余
韻
残
し
つ
つ

横
瀬
平
山
美
千
江

無
農
薬
の
草
餅
出
来
て
暮
れ
な
ず

む
ア
メ
ゴ
釣
り
出
の
戻
り
が
遅
し

中

山

菜

城

絹

杉
覆
、
っ
鶴
林
寺
山
に
登
り
来
て
大

師
の
御
徳
に
頭
下
り
ぬ

棚

野

英

見

突
然
に
逝
き
た
る
女
の
干
し
置
き

し
セ
ー
タ
ー
何
も
無
き
が
如
揺
る

棚

野

殿

川

早

苗

悠
々
の
命
遊
ば
し
蛸
牛
吾
働
き
て

い
ま
だ
家
な
し棚

野

島

っ

と

む

庭
先
の
吾
が
家
彩
る
八
重
桜
色
あ

せ
ぬ
ま
ま
散
り
か
か
る
朝

立

川

堀

梅

子

今
年
、
}
そ
本
当
の
春
我
が
家
に
も

三
十
五
年
自
の
産
声
を
き
く

中

角

平

間

豊

子

売
出
し
の
日
の
ス
ー
パ

ー
に
多
き

答
峻
ひ
っ
つ
我
も
そ
の
中
に
を
り

掛

谷

斎

藤

重

子

習
字
学
級

六

月

九

日
(
金
�
 )

六
月
二
十
三
日
(
金
)

午
後
七
時
1
午
後
九
時

住
尽
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

墨
給
学
級

書
室六

月

七

日
(
水
�
 )

場時 

所間 


六
月
十
七
日
(
土
)

午
後
七
時
三
十
分

1
午

自
由
化
に
安
値
の
蜜
柑
恐
る
な
く

肥
料
施
し
夜
の
音
聞
く

坂

本

理

良

伴

二

旭
に
透
け
る
柿
の
若
葉
を
仰
ぎ
つ

つ
胸
一
杯
の
オ
ゾ
ン
を
吸
え
り

横

瀬

稼

勢

広

夫

出
豚
は
毎
月
五
日
ま
で
に
ニ
句
ハ
ガ
キ
で

送
り
先
勝
浦
町
三
回
調
稼
勢
広
夫
ま
で

町
内
在
住
の
万
に
限
り
ま
す
。

次
回
は
川
柳
そ
の
次
は
俳
句
と
交
代
に
の

せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
句
下
さ
い
。

後
九
時
三
十
分


住
尽
福
祉
セ
ン
タ
ー
図


書
室


短

叡

堂

級

七
月
十
五
日
(
土
)


時
間

午
後
一
時
か
ら


題

「
深
い
(
ふ
か
い
)」



出
一
詠
締
切
日

六
月
二
十
日

場
所

住
尽
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室

場

所


唱


つ
つ
土
曜
の
夕
べ
車
洗
え
る

中

山

山

下

房

雄

青
空
を
せ
ま
し
と
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り

重
く
な
り
た
る
孫
差
し
上
ぐ
る

棚

野

谷

新

太

郎

幾
度
か
見
舞
い
に
来
た
る
友
の
顔

笑
み
て
語
リ
し
日
が
胸
底
に
あ
り

横

瀬

谷

間

卒

山

受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
下
さ
い
。

な
お
、
該
当
者
に
は
後
日
通
知

し
ま
す
。

棚

野

広

井

貞

代

産
休
代
替
職
員
の他


平
成
元
杢
度
に
お
い
て

保
育
所
の
産
休
代
替
職
員
、

(
保
母
資
格
が
必
要
)
を
希

望
さ
れ
る
か
た
は
、
町
役
場

住
民
福
祉
課
に
あ
る
登
録
申

込
書
に
よ
り
六
月
末
日
ま
で

に
申
し
込
み
を
し
て
下
さ
い
。

〈
短
歌
〉

車
椅
子
の
吾
を
励
ま
す
如
く
来
て

蝶
遊
ぶ
な
り
み
ど
り
の
庭
に

坂
本
西
尾
ヨ
シ
ミ

新
ら
し
き
ト
ン
ネ
ル
抜
け
て
バ
イ

パ
ス
に
隣
の
村
の
風
匂
い
来
ぬ

坂

本

新

居

普

金
色
の
メ
ル
ヘ
ン
の
糸
光
ら
せ
て

雨
の
夜
更
け
に
車
が
走
る

横

瀬

田

中

久

子

共
に
生
き
激
動
昭
和
終
極
で
仰
ぐ

空
虚
に
平
成
生
ま
る

横

瀬

錦

内

児
童

常� 

手6当
月調�  
30沼
日� VLo

で
ま、の

届

，=提

五出


五z::r<.� 
R 

録

時
間

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
、
「
現
況
届
」
を
六
月
三
十

日
ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
提
出
し

て
下
さ
い
。

こ
の
届
け
出
は
、
引
き
続
き
手

当
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
会
決

め
る
大
切
な
も
の
で
す
。

引
き
続
き
受
け
ら
れ
る
資
格
が

あ
っ
て
も
「
現
況
届
」
を
提
出
し

な
い
と
、
六
月
分
か
ら
の
手
当
を

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
児童手当現況届の提出
6月30日までに

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
テキストボックス
社会総合大学
学習日のお知らせ
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MUS04
テキストボックス
みんなの健康
二歳児健康診査

MUS04
テキストボックス
乳児健康診査
成人病検診

MUS04
テキストボックス
巡回健康相談
日本脳炎予防接種
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•2 ー』目目当k.cz..，I/.:az.~ 	 0 診いるがき部そ泌
2 イ叉間放忍当否表 百 ろ 料 言時状まま、のす側胃2. ・一司~，、，ー._--、 円 町 受期態だす外後るのが
帆� で・ 金� Jずでで粘。側 、せ粘ん�  

存Lftl師団富三
らの千よ雰いにがへは 111

カ込 ザコ

に 買� 

2露目 士号工与をtZゑ2勢
すに円 る治まはが胃主 胃 い� 

。tc令;ィJムJ要E?3 
五 こ 健よいんい深モ分ん

胃

集

団

検

診

16 月� 2 日 |湯浅医 院� 12-2003 |

④日 |勝 浦病院�  12-2555 |
宮|� 6 日� |赤岩医院�  12-2006 |

| 8 日� |勝 浦 病 院 �  12-2555 1 
電|� 10 日� |上勝 E診療所�  16-0302 |

| 12 日� |勝 浦 病 院 �  12-2555 |
31 14 日 |山西医院 12-302ア |

16 日 勝 浦 病 院 �  2-2555 

湯浅医院�  2-2003⑬日

勝 浦 病 院 �  2-255520 日

赤岩医院�  2-200622 日

24 日 勝 浦 病 院 �  2-2555 

6-0302よ勝診療所26 日

勝 浦 病 院 �  2-255528 日

山西医院�  2-302730 日

i
i 

~ 


4
P 

b 
-4。� 

百 ~F ~ i:.4 p 

t 

b
4 
令。。..
P 

E 
t 

t
t 


3 

。� 
d 
t 

t
t

間
の
八
割
ガ
集
申
し
て
い
ま
す
。

A
V
 

.長。
砂� 
4 

4 

0 

4
P 
0 

o 
b 
O 

0 
t 

令
-4 

。� 
4 
t 

4

月 日 時 間 士易 所� 

(榊6月8日� 
午前 8時~

10時� 
生名集会所� 

6月30日幽
午前 81侍~

10時

与川内� 

市ノ江集会所

程諜活だ
は税保し

日
日

平
休

午後6時~翌朝午前9鰐

午後ア時~翌朝午前9時

t
t 

g 
t 

••••
4 

0 

4 
t 
4

①
一
海
水
温
が
上
が
り
、
海
水
中
の
腸
炎

ビ
フ
リ
オ
が
増
え
ま
す
。

②
冷
た
い
も
の
が
お
い
し
く
感
じ
ら
れ
、

加
熱
せ
ず
食
べ
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
す
。

聞
が
大
切
で
す
。
ぎ
っ
し
り
つ
め
こ

③
暑
さ
で
体
が
弱
り
、
抵
抗
力
が
お
と

ぐ
ら

ろ
え
ま
す
。
�
 

O
%

保

健

婦

だ、


よ


六
月
か
ら
十
月
末
ま
で
の
聞
に
一
年

食
中
毒
ば
れ

暑
い
夏
に

多
発
し
ま
す

•••
0 

4 

4
P
4 
t 

4 

4 
t 
e 
0 


0
.. 

4 
t 
4 

0 

0 

4 

d
p 

•••••
e 
0 

4 
'••••
4 

e 
4
P
4 

-
食
中
毒
の
原
因
菌
は
刊
℃
を
超
え
る

と
、
徐
々
に
増
え
始
め
ま
す
。
一
般

に
5
℃
以
下
な
ら
安
心
。
�
 

-
夏
は
外
気
温
も
上
り
、
開
閉
回
数
も

増
え
る
た
め
、
温
度
調
節
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。
(
外
か
ら
温
度
が
測
れ
る

隔
測
温
度
計
が
便
利
で
す
。
)

-
冷
た
い
空
気
は
上
か
ら
下
へ
流
れ
ま

す
。
強
い
冷
却
を
必
要
と
す
る
も
の

は
上
部
や
冷
気
の
吹
き
出
し
に
。

-
冷
た
い
空
気
が
流
れ
る
た
め
に
は
空

ま
ず
に
、
庫
内
容
償
比
七

い
に
し
ま
し
ょ
う
。

4 

e•••••
0 

d 

君

0 
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混合する。

⑤砂糖がとける(2 -
冷暗所に貯蔵する。� 

込

-v



戸鴨

J

ザコ'IJ

大
字字

屋
原久
国
福
本
恭

一
�
 

字
仮
家

大
字
坂
本
�
 
I

第228号 つ� ら 平成元年 6月1日 )4l(
 

戸
籍
の
窓

4
月
刊
日
 1
5
月
日
日

ご
結
婚
お
め
で
と
う

へ大
字
沼
江
字
山
路
笠
木

義

弘

戸
小
松

島

市

柏
尾
久
美
子

ヘ
大
字
三
渓
字
市
ノ
江

勢

田

勝

俊

戸

小

松

島

市

森

竹

陽

子

ヘ
大
字
棚
野
字
目
立
川
寛
忠
幸

島

町
坂
東
み
ど
り

へ
大
字
三
渓
字
架

城

中

西

勝

一

-R



戸

徳

島

市

池

本

真

智

子

勝
浦
町
軍
因
宏
�
 

お
誕
生
お
め
で
と
う

二
男

紀

美

江

}

広

J

大手
三
渓

北

内

康

弘

�

 二
女

宇
橘

明

美

}

実

佳

子

大
字
棚
野
火
口
本

J

誠

一
�
 二
男

幸
代

」

明

�

 
ゴェ
ペニρヲム

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

や
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
沼
江
字
折
宇
立
石
住
子
(
日
歳
」

大
字
沼
江
字
銚
子
ノ
口
大
岡
ム
メ
子
(
侃
歳
)

大
字
中
角
字
東
山
大
西
包
子
(
冗
歳
)

大
字
三
暗
雲
十
立
棒
古
田
サ
ダ
ノ
(
部
歳
)

大
字
坂
本
字
久
良
回
北
山
利
男
(
叩
歳
)

大
字
沼
江
字
山
路
笠
木
茂
樹
(
日
歳
)

大
字
三
漢
字
菓
域
倉
瀬
ユ
キ
ヱ
(
印
歳
)

字
観
音
堂
加
藤
シ
ゲ
ノ
(
位
歳
)
�
 

6
月
定
例
心
配
ご
と
相
談
�
 

6
月
9
日
働
・
�
 6
月
お
日
働

午
前
川
時
�
 
j
午
後

3
時

人
権

・
行
政

・
厚
生

・
福
祉

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
階

日場内

時所容

(平日
で
も
受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。)

善

意

あ
り
が
と
う

習
字
教
室
殿
川
武
男
先
生

ご
ざ
い
ま
し
た

4
月
刊
日
 i
5
月
刊
日

す
が
、
都
合
に
よ
り
し
ば
ら
く

踊
り
教
室
中
村
い
く
代
先
生

※

生
花
教
室
も
開
講
の
予
定
で

の
間
休
講
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

6月のくらし	 いっしょに作ろう� 

ヲシポイグト情報	 -PARTN-

一
ゆ
二
キ
一

一つ一一チ一

一ん一一ル一

一
め
=
訪
一

τ
つ
=
ク
一

一
そ
二
刻
一

梅のシロップ。漬� 

梅の最盛期です。梅シロップ演 を用意して， 夏

パテ防止にそなえましょう 。� 

-材 料 青梅 1 kg 氷砂糖 1 kg 

-作り方

E

一
同

倉

瀬

好

古

さ

ん

(

中

山

)

匿

名

(

横

瀬

)

小
井
手
シ
ゲ
子
さ
ん
(
生
名
)

花
岡
建
八
郎
さ
ん
(
中
角
)

匿

名

(

星

谷

)

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善

ま
す
。
開
講
の
時
に
は
、
申
し

込
み
の
方
に
直
接
連
絡
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
下

去、ぃ。
2
日
幽
習
字
教
室

〕
)
 

5
日

間

勝

教

室

一
拭
�
 

7
日
制
踊
り
教
室

一
時
�
 

8
日
同
手
芸
教
室
)
(

ロ

日

間

篠

教

室

日
日
附
着
付
教
室

凶
日
嗣
踊
り
教
室

日
日
同
手
芸
教
室

時
日
幽
習
字
教
室

幻
日
制
踊
り
教
室

幻
日
肘
手
芸
教
室

初

日

開

藤

教

室

幻
日
附
着
付
教
室

各
講
座
と
も
午
後
八
時
か
ら
開

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

勝
浦
会
館
六
田
吾

講
し
ま
す
。
(
手
芸

・
簸
教
室
は
七

時
三
十
分
か
ら
、
習
字
教
室
は
七

時
開
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う

ご
参
加
下
さ
い
。

(電車祢略〕� 

の 本年
手着篠包と年度昨
芸付品お度も年
教教以り開各度
室室室 で講種に�  
'-.--' す し 講 引
中石 ま座き

¥)  	 野倉すを続
コサ講聞き
シキ座講
ズ エ は し平
先先 、ま成
生生次す元�  

日 時 6月16日(金)
①よく水洗いし，水に� 6-12時間つけて苦味を除� 

午前 9時~正午C(普通っけない場合が多い)
場 所 農村婦人の家②ざるに打ちあげ，よく水切後ていねいにふきんで水気を

ふきとる。(この時，梅に穴をあけると梅液が出やすい。) 参 加 料 �  500円程度(材料費)

③広口びんに梅と氷砂糖を交互に入れ密封する。� 申込先 役場産業課
④ ]5日位までは，毎日さとうがとけるようによく 申込期限� 6月10日(土)まで� 

すので，お早目に申込み下さい。
3か月)頃に梅と分離して (但し，� 20~に達ししだい締切りま )
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